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これからの
水田転作を考えよう

特 集

令和４年度の
水田活用直接支払交付金の見直しを
どう捉えていますか？

農林水産省の描く
“将来的な水田農業ビジョン”を

共有できていますか？

回答数‥125件

インターネットによるアンケートの結果

水田農業者の回答

どちらでもない

受け入れられる 47%
28% 戸惑い・憤りを

感じる

25%
いずれでもない

明確に方向性が
見えている

ある程度方向性が
見えている

回答数‥204件

全くビジョンが
見えない

あまりビジョンが
見えていない

46%

29%

9%
1%

15%

全体の回答

質問

2
質問

本誌では水田農業イノベーションをテーマに掲げ、水田での畑作技術体系の導入を呼
びかけてきた。同時に、交付金に依存した農業は不健康であり、供給過剰に転じた後
も米価を維持する政策が日本農業の未来を安楽死に導いているのではないかと対象水
田の厳格化を伴う見直しが進められているなか、これからの水田転作についてどう考
えているだろうか。当事者と関係者に聞いてみた。� （まとめ／加藤祐子）
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【インターネットアンケートの実施概要】■実施期間：2022年2月20日〜3月1日　■実施方法：インターネット（Google forms）による回答　■回答数：204件
■回答者の属性：水田農業者＝125件、畑作・施設園芸・畜産等の農業者＝38件、農業関連業界の方＝29件、その他＝12件
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その他

農業関係者

畑作・施設園芸・
畜産等の農業者

水田農業者

戸惑い・憤りを感じる

受け入れられる

どちらでもない

約半数の水田農業者が戸惑い・憤りを感じた 
「５年に一度水張り」と「飼料用米」への減額措置

　水田農業者が憤りを感じたおもな理由は、①飼料
用米への支援政策が急転したこと、②「５年に一度
水張り」の影響、③全国一律のルール化に伴う不
公平感に対するものだった。一方で、いずれの回答
を選んでも、対象水田の厳格化については、当然の
措置だと捉えているようだ。
　なかでも「５年に一度水張り」については、当事
者でも田畑輪換（ブロップローテーション）が可能
かどうかで意見が分かれた。地下水位が高い地域
や中山間地などの条件不利地域でも、時間をかけて
転作に挑戦してきた水田経営者たちは「これまで転
作に協力し水田の畑地化を含め、畑作物を栽培し
やすい環境を作ってきた人たちの努力が報われない
（中略）安易に水張りをすると後作の転作作物が減
収する可能性がある」、「基盤整備など国の政策に
今まで協力し資金もかけている」、「転作地を畑作地
のように使うことは難しい」と窮状を訴えている。
　政策の見直しが米価の下落につながる可能性や、

野菜価格の暴落を受けて「高収益作物」への転換
を推し進める見直しに疑問を示す回答もあった。さ
らに、「担い手（農家）から交付金をもらっている
地権者もおり、もっと切り込んでもよい」と府県の
水田経営の実情を指摘する意見もあった。
　また、同じ水田農業者からも「恒久的な措置でな
い」「備えを整えてきたから」といった静観する姿
勢の声もある。水田以外の農業者からは「稲作ば
かりに補助金がついて不愉快だ」「水田だけに重き
が置かれている。米余りが深刻なのに輪作にかこつ
けて米生産者に有利な条件を残している」という厳
しい回答も寄せられた。

令和４年度の水田活用直接支払交付金の見直しをどう捉えていますか？質問 1

　アンケート結果

その他

農業関係者

畑作・施設園芸・
畜産等の農業者

水田農業者
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全くビジョンが見えない

あまりビジョンが見えていない

ある程度方向性が見えている

明確に方向性が見えている

いずれでもない

将来的な水田農業のビジョンを示していない 
と捉えている回答が 7 割以上に及んだ

　水田農業者に限らず、畑作・施設園芸・畜産等
の農業者からも「全くビジョンが見えない」「あま
りビジョンが見えていない」を選択した回答が目立
った。「売れない商品を作り続けることに対して税
金を投入し続けることは、国民（納税者）に対して
説明ができない」という声も届いている。水田の維
持と主食用米の需給調整という相容れない問題を
抱えているのは事実である。政策転換期だと静観す

る向きもあるが、当事者である水田農業者とも明確
な将来ビジョンを共有できていないようだ。

農林水産省の描く“将来的な水田農業ビジョン”を共有できていますか？質問 2
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その他

農業関係者

畑作・施設園芸・
畜産等の農業者

水田農業者
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戸惑い・憤りを
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受け入れている

どちらでもない

その他

農業関係者
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畜産等の農業者
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産地交付金の
配分に地域の
偏りを感じている

地域の農業再生
協議会の配分に
不満を感じている

都道府県の
配分に不満を
感じている

営農スタイルが
地域の支援対象に
当てはまらない

その他農業関係者畑作・施設園芸・畜産等の農業者水田農業者

不満を感じている人に聞いてみたところ……

不満を感じている

満足している

どちらでもない

受給している水田農業者は「受け入れている」が
その他の農業者は「戸惑い・憤りを感じている」

　需要家からは「養豚で地域の稲作農家との直接
契約により飼料用米を受け入れている。ちなみに農
家 40数軒、面積で約 430ha、数量 2,300ｔになる。
今回の見直しにより飼料用米複数年契約減額で収
入減、大規模農家ほど影響大。飼料用米から主食
用米に回帰し米価下落に拍車をかける可能性」とい
う指摘があった。
　また、水田以外の農業者からの声は予想どおり厳
しかった。「米農家の優遇が、農政の歪みを助長し、
地域の多様性を崩壊させているから」「近所の稲Ｗ
ＣＳを作付けしている農家はとても飼料を生産して
いるとは思えない管理で、交付金目当てとしか思え
ない。無能な営農者を温存させている！」「小麦や
大豆の交付金率を考えると、これらが批判される理
由はない。ただし畑作物への水田活用直接支払交
付金は将来的には全廃してほしい」「費用対効果が
見えない」などだ。
　興味深かったのは、水田農業者が多様な意見を
寄せたことだ。まずは「受け入れている」派から。「ど
うしても畑作物ができない湿田で転作をしようとし
たら、コメで転作をするしかないのかなと思う！」
「この交付金がなくなったら、もっと主食用米が増
える。小さい農家はこの交付金で調整してもらう必
要がある。麦大豆ができない地域もあると思うので

妥当」「主食用米を減らして、所得を減らさないた
めに、飼料用米・ＷＣＳが最も有効である」など受
給者の主張が聞こえる。
　続いて、「取り組むこと自体は悪いとは思わない。
だが、転作と同じくくりでいいのかは疑問。もっと
いえば、普及拡大しづらいメニューな気がしてなら
ないので、ここに手厚い補助を出すのはいかがなも
のか」という政策への提言も。
　その一方で、辛辣な意見も紹介する。「交付金あ
りきの農業が加速する。今後のコンタミ問題」「自
分で値段を決められないものを作ると元に戻れなく
なる。戻ったときは手遅れ」「20年、30年先の自国
の食べ物を自給しようとしているようには感じな
い。飼料米を作っていて感じますが、まるで麻薬の
ようです」「ほぼ一等米レベルを餌にしている。人
間より上等の米を餌にしていること」とのこと。い
ずれも他業種からの指摘ではなく、水田農業者が自
ら語っているのだ。

飼料用米・稲WCSへの交付単価が高い状況が続いていることをどう捉えていますか？質問 3

都道府県や産地ごとに水田作への支援が多様化していることをどう捉えていますか？質問 4
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―
―
22
年
度
予
算
の
水
田
転
作
に
絡
む

制
度
見
直
し
に
つ
い
て
、
全
国
の
農
業

経
営
者
か
ら
多
く
の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

�

（
聞
き
手
：
昆
吉
則
本
誌
編
集
長
）

木
村
崇
之
（
農
水
省
農
産
局
水
田
農
業

対
策
室
長
）　

は
じ
め
に
、
水
田
活
用

の
交
付
金
の
趣
旨
は
、
水
田
に
お
い
て

主
食
用
米
か
ら
違
う
作
物
に
転
換
し
て

い
く
こ
と
へ
の
支
援
で
す
。
具
体
的
な

内
容
は
毎
年
必
要
に
応
じ
て
支
援
内
容

を
変
え
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
も

例
に
漏
れ
ず
見
直
し
を
行
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。「
交
付
金
が
減
る
」
と
か

「
交
付
金
の
対
象
か
ら
外
れ
る
」
と
い
う

部
分
が
よ
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

拡
充
す
る
と
こ
ろ
と
、
見
直
す
と
こ
ろ

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
全
体
と
し
て
政
策

誘
導
を
図
っ
て
い
る
点
を
ま
ず
ご
理
解

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や 

緑
肥
な
ど
拡
充
さ
れ
る
項
目
も

―
―
ど
の
部
分
が
拡
充
さ
れ
ま
す
か
？

木
村　

一
つ
目
は
、
水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
事
業
に
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

追
加
し
、
用
途
に
関
わ
ら
ず
10
a
当
た

り
４
万
円
で
の
支
援
を
開
始
し
ま
す
。

水
田
活
用
の
交
付
金
は
、
作
付
け
れ
ば

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
に
は
要
件
が
大
き
く
2
つ

あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
売
り
先
や
需
要
先

が
な
い
と
作
っ
て
も
余
す
だ
け
で
す
か

ら
、
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
実

需
と
結
び
つ
い
て
い
た
だ
く
こ
と
。
も

う
一
つ
は
品
目
ご
と
に
10
種
程
度
の
取

り
組
み
か
ら
３
つ
を
選
択
し
て
低
コ
ス

ト
生
産
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
。
実

需
者
と
結
び
つ
き
、
低
コ
ス
ト
で
儲
け

の
出
る
生
産
へ
の
支
援
を
積
極
的
に
拡

充
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
麦
大
豆
の
収
益
性
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
21
年
産
は
作
付
転
換

で
飼
料
用
米
が
も
の
す
ご
く
増
え
た
一

方
で
、
麦
や
大
豆
は
あ
ま
り
増
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
大
豆
を
や
め
て
飼
料
用
米

を
増
や
し
た
産
地
も
あ
っ
た
の
で
、
我

わ
れ
と
し
て
は
国
産
需
要
の
あ
る
麦
大

豆
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
排
水
対
策
な
ど
の
生
産
性
を
高
め

る
技
術
を
導
入
し
た
り
機
械
や
施
設
の

整
備
を
し
た
り
す
る
と
こ
ろ
を
支
援
す

る
の
が
拡
充
の
2
つ
目
で
す
。

―
―
か
つ
て
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
っ
た
緑
肥

へ
の
支
援
も
復
活
す
る
そ
う
で
す
ね
。

木
村　

３
つ
目
は
水
田
活
用
交
付
金
の

本
体
の
と
こ
ろ
で
、
ま
ず
地
力
増
進
作

物
、
い
わ
ゆ
る
緑
肥
に
よ
る
土
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。
近
年
、

販
売
目
的
で
は
な
い
と
い
う
理
由
で
支

援
対
象
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
コ
メ
か
ら
野
菜
や
大
豆
に
翌
年
い

き
な
り
転
換
す
る
の
は
難
し
い
と
い
う

声
を
反
映
し
ま
し
た
。
緑
肥
を
挟
ん
で

土
づ
く
り
の
期
間
を
お
い
て
、
有
機
栽

培
や
野
菜
な
ど
に
転
換
す
る
取
り
組
み

に
新
た
な
支
援
措
置
を
設
け
ま
し
た
。

労
働
時
間
が
少
な
く
て
済
む
と
い
う
利

点
も
あ
り
ま
す
。

複
数
年
契
約
の“
は
し
ご
”の
正
体

木
村　

ま
た
、
新
市
場
開
拓
用
米
と
い

う
の
は
い
わ
ゆ
る
輸
出
用
米
等
で
す

が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
、
複
数
年
契

約
で
取
り
組
む
場
合
に
上
乗
せ
の
支
援

を
し
ま
す
。

―
―
複
数
年
契
約
へ
の
追
加
支
援
に
つ

い
て
は
、
飼
料
用
米
で
減
額
さ
れ
た
と

い
う
悲
壮
感
が
現
場
に
あ
り
ま
す
ね
。

木
村　

20
年
産
と
21
年
産
は
飼
料
用
米

の
複
数
年
契
約
を
さ
れ
た
方
に
10
a
当

た
り
１
万
２
０
０
０
円
加
算
す
る
支
援

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
要
件
を
「
３
年

以
上
の
複
数
年
契
約
」
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
我
わ
れ
と
し
て
は
３
年
間
続
け

て
支
援
し
ま
す
と
は
言
っ
て
お
ら
ず
、

毎
年
、
締
結
し
た
年
や
契
約
年
数
等
の

要
件
を
決
め
て
い
ま
す
。

―
―
継
続
的
な
支
援
を
期
待
し
て
い
た

現
場
か
ら
は
契
約
期
間
中
の
政
策
変
更

と
受
け
止
め
て
い
る
よ
う
で
す
が
。

木
村　

21
年
産
で
言
え
ば
、
20
年
と
21

年
に
締
結
し
た
、
3
年
以
上
の
複
数
年

契
約
を
対
象
に
し
ま
し
た
。“
３
年
間

毎
年
も
ら
え
る
”
と
間
違
っ
て
伝
わ
っ

て
し
ま
っ
た
方
が
、「
は
し
ご
を
外
さ
れ

た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

―
―
そ
ん
な
「
は
し
ご
」
は
そ
も
そ
も

か
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

「
５
年
に
一
度
水
張
り
」を
促
す
の
で
は
な
く
、

需
要
に
応
じ
た
生
産
を
進
め
る
政
策
へ

農林水産省農産局企画課
水田農業対策室長

木村崇之氏
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◎拡充と見直しのポイント
生産性・収益性向上に向けた取り組み支援の充実化

●水田リノベーション事業
・予算額を大幅に拡充※し、対象作物に
　子実用とうもろこしを追加
※生産者向け支援 ： 270億円（20年度補正）
　　　　　　　　　→410億円（21年度補正）

飼料用米・米粉用米の複数年契約加算の扱い

・複数年契約の取り組み率が約９割に達していることから、経過措置として、
20年・21年からの継続分のみを対象に、22年は6,000円/10aを支援

●麦・大豆収益性・生産性向上プロジェクト

●水田活用の直接支払交付金

・麦・大豆の団地化、農業機械・技術導入に対する
　支援を強化 （要件緩和・メニュー拡充）

・計画的な地力増進作物による土づくりの
取り組みに対する支援を新たに創設
（産地交付金配分：２万円/10a）
※有機栽培や高収益作物等への
　転換に向けた土づくりの取り組み

・新市場開拓用米の複数年契約の取り組みに対する
支援を新たに創設
（産地交付金配分：１万円/10a）
※22年産から締結した3年以上の契約

緑肥の
活用推進

輸入用米
等の支援

取り組み要件

支援内容

①実需者との結びつき
　（産地・実需協働プランの策定）
②低コスト生産等の取り組みの実施

作付けの団地化に取り組むことに加え、
湿害対策技術や先進技術等を新たに導
入した場合、技術に応じて最大で1.5万
円/10aを支援

3万円/10a加工用米

4万円/10a
新市場開拓用米、麦、大豆

高収益作物（野菜等）、子実用トウモロコシ

単価対象品目

交付対象水田の扱い

・現行ルール  を再徹底 （17年度からこのルールで運用中）
　※以下のいずれかに該当するものは、交付対象水田から除く

　▶湛水設備（畦畔等）を有しない農地
　▶所要の用水を供給しうる設備（用水源および用水路等）を有しない農地　等

・現場の課題を検証しつつ、今後５年間（22～26年度）に
　一度も水張りが行なわれない農地は交付対象水田としない方針

各地域において、畑地化すべき農地は畑地化するとともに、水田機能を有しつつ、
転換作物を生産する農地については、ブロックローテーションの構築に向けて検討

※

多年生作物（牧草）への支援の扱い

・生産コストを踏まえ、播種を行な
わずに収穫を行なう年の戦略作
物助成の単価を見直し

播種～収穫を行なう年 ： 3.5万円/10a
収穫　のみを行なう年 ： 1万円/10a

高収益作物畑地化支援の扱い

・高収益作物による畑地化を加速
させるため、単価を見直し

高収益作物 ： 17.5万円/10a
その他作物 ： 10.5万円/10a

※畑地化（交付対象水田から除外）した１回限りの支援
※団地化や畑地化後5年間の継続作付け等の要件を満たす必要

図１：2022年度水田活用の直接支払交付金のあらまし
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か
？ 

木
村　

そ
う
で
す
ね
。
今
年
の
新
市
場

開
拓
米
の
複
数
年
契
約
も
同
じ
で
、
３

年
以
上
の
複
数
年
契
約
が
要
件
で
す

が
、
こ
れ
も
３
年
間
の
支
援
を
約
束
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
22
年
度
に
新

た
に
締
結
し
た
契
約
を
支
援
し
ま
す
。

翌
年
以
降
の
支
援
が
ど
う
な
る
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
は
し
っ
か
り
説
明

し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

牧
草
に
つ
い
て
も
、
播
種
を
行
な
わ

ず
収
穫
の
み
を
行
な
う
年
の
助
成
単
価

を
10
a
当
た
り
３
万
５
０
０
０
円
か
ら

１
万
円
に
見
直
し
ま
し
た
。
こ
の
措
置

に
つ
い
て
は
「
地
代
も
払
え
な
い
」「
コ

ン
ト
ラ
ク
タ
ー
へ
の
委
託
料
も
払
え
な

い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
輸
入

牧
草
の
価
格
が
上
が
っ
て
い
る
状
況
で

す
か
ら
、
品
代
を
含
め
た
牧
草
生
産
の

収
支
と
そ
の
取
引
内
容
を
ぜ
ひ
見
直
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
そ
れ
に
し
て
も
、
飼
料
用
米
の
10

万
５
０
０
０
円
と
い
う
の
は
、
モ
ラ
ル

ハ
ザ
ー
ド
を
起
こ
し
ま
す
よ
。

木
村　

主
食
用
米
か
ら
の
転
換
を
進
め

る
た
め
に
飼
料
用
米
へ
の
支
援
を
手
厚

く
し
た
と
こ
ろ
、
転
換
は
進
み
ま
し
た

が
、
米
価
の
下
落
も
反
映
し
て
飼
料
用

米
以
外
の
転
換
作
物
と
の
支
援
水
準
の

バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
。

水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や
麦
大
豆

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
上
乗
せ
す
る
部
分
も

合
わ
せ
れ
ば
、
飼
料
用
米
よ
り
転
換
作

物
の
所
得
は
増
え
る
は
ず
で
す（
図
２
）。

で
も
水
田
農
家
の
な
か
に
は
、
飼
料
用

米
が
突
出
し
て
い
る
と
、
大
豆
を
や
め

て
飼
料
用
米
に
転
換
し
て
し
ま
う
よ
う

な
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
複

数
年
契
約
の
単
価
の
部
分
で
支
援
バ
ラ

ン
ス
を
見
直
し
ま
し
た
。

「
5
年
に
一
度
水
張
り
」を 

促
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

―
―
見
直
し
の
部
分
の
核
心
は
「
５
年

に
一
度
水
張
り
」
問
題
で
す
ね
。

木
村　

現
場
で
一
番
ご
意
見
を
い
た
だ

く
の
は
、
こ
の
交
付
対
象
水
田
の
扱
い

に
つ
い
て
で
す
ね
。
田
は
、
一
般
的
に

水
を
た
た
え
る
た
め
の
畦
畔
の
あ
る
耕

地
の
こ
と
で
す
。
交
付
金
の
現
行
ル
ー

ル
で
は
「
湛
水
設
備
（
畦
畔
等
）
を
有

し
な
い
農
地
」
と
「
所
要
の
用
水
を
供

給
し
得
る
設
備
（
用
水
源
お
よ
び
用
水

路
等
）
を
有
し
な
い
農
地
」
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
れ
ば
、
交
付
対
象
か
ら
外

す
よ
う
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
17
年
に

こ
の
ル
ー
ル
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
前
年
に
、
今
も
は
や
水
を
溜
め
ら

れ
る
状
態
で
は
な
い
農
地
に
水
田
交
付

金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
の
は
お
か
し
い

と
い
う
指
摘
を
外
部
か
ら
受
け
た
た
め

で
す
。

図２：2022年度における支援単価と所得のイメージ
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集 これからの水田転作を考えよう特

―
―
用
水
設
備
は
あ
っ
て
も
、
畔
を
取

り
合
筆
し
て
平
ら
に
し
て
し
ま
っ
た
圃

場
は
、
対
象
外
に
な
る
ん
で
す
か
？

木
村　

生
産
性
を
上
げ
る
た
め
に
一
時

的
に
畔
を
抜
く
と
い
う
こ
と
は
問
題
な

い
で
す
。
も
う
用
水
も
こ
な
い
し
、
畔

も
な
い
と
い
う
場
合
に
は
、
す
で
に
支

援
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
現
行
ル
ー
ル
を
「
再
徹
底
」

す
る
と
い
う
趣
旨
で
、
新
た
に
「
今
後

５
年
間
一
度
も
水
張
り
が
行
な
わ
れ
な

い
農
地
は
交
付
対
象
水
田
と
し
な
い
」

と
い
う
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の
狙

い
は
、
各
地
域
で
畑
地
化
す
べ
き
農
地

は
畑
地
化
し
、
一
方
で
水
田
機
能
を
有

し
つ
つ
転
換
作
物
を
生
産
す
る
農
地
に

つ
い
て
は
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

の
構
築
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

―
―
弊
誌
で
は
水
田
の
畑
地
化
を
長
ら

く
提
言
し
て
き
ま
し
た
か
ら
、
現
行
ル

ー
ル
の
再
徹
底
と
い
う
部
分
は
真
っ
当

な
取
り
組
み
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
読
者
に
コ
ス
ト
や
労
力
を
か
け
て

畑
地
化
を
進
め
て
き
た
生
産
者
も
い
ま

す
。
そ
こ
は
「
現
場
の
課
題
を
検
証
し

つ
つ
…
…
」
と
い
う
部
分
で
す
か
？

木
村　

い
ま
ま
で
コ
メ
以
外
の
品
目
を

作
る
た
め
の
努
力
を
し
て
こ
ら
れ
た

方
々
が
、
今
回
の
見
直
し
に
よ
っ
て
影

響
を
受
け
る
と
い
う
の
は
、
我
わ
れ
と

し
て
も
一
番
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
見
直
し
は
、
畑
作
物
が
定
着
し

た
と
こ
ろ
は
畑
地
と
し
て
い
く
、
一
方

で
水
田
と
し
て
残
し
て
い
く
と
こ
ろ
は

連
作
障
害
が
起
き
な
い
よ
う
ブ
ロ
ッ
ク

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
と
い
う
の
が

狙
い
で
す
。
で
す
か
ら
、
原
則
は
５
年

に
一
度
水
張
り
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
そ
れ
に
伴
う
現
場
の
課
題
に
つ
い

て
は
今
後
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

―
―
装
備
が
あ
っ
て
技
術
体
系
が
整
っ

て
い
れ
ば
、
復
田
し
て
米
を
作
ろ
う
と

思
っ
た
ら
、
で
き
ま
す
。
水
田
は
水
の

張
れ
る
畑
だ
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
し
、

耕
作
放
棄
地
は
山
に
戻
せ
と
い
う
立
場

で
語
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
５
年
間
は

大
き
い
で
す
よ
。
主
食
用
米
が
不
足
す

る
未
来
も
あ
り
得
ま
す
か
ら
。

木
村　

今
後
５
年
間
で
畑
地
に
な
っ
て

い
く
と
こ
ろ
も
出
て
き
ま
す
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
へ
の
支
援
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
議
論
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し

ょ
う
。
ま
じ
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
方

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
し
、
耕
作
放
棄

地
を
増
や
し
た
い
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
水
田
政
策
で
で
き
る
の
は
、

水
田
を
畑
地
に
変
え
る
と
こ
ろ
ま
で
で

す
。
畑
作
物
や
中
山
間
地
域
、
耕
作
放

棄
地
、
土
地
改
良
区
ま
で
す
べ
て
を
水

田
政
策
で
支
援
す
る
の
で
は
な
く
、
関

係
部
局
と
と
も
に
、
望
ま
し
い
政
策
の

あ
り
方
を
省
全
体
で
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

は
っ
き
り
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
の

で
す
が
、
農
水
省
は
「
５
年
に
一
度
水

を
張
る
」
こ
と
を
促
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
交
付
金
の
要
件
を
満

た
す
た
め
に
水
を
張
る
と
い
う
こ
と
を

勧
め
て
い
ま
せ
ん
。
交
付
金
を
も
ら
う

た
め
に
水
田
を
維
持
す
る
と
い
う
の
は
、

需
要
の
あ
る
作
物
に
転
換
す
る
よ
う
に

誘
導
し
て
い
る
い
ま
の
水
田
政
策
に
沿

っ
た
考
え
方
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

水
田
政
策
の
限
界
と 

ト
ー
タ
ル
で
考
え
る
必
要
性

―
―
米
改
革
大
綱
で
変
わ
っ
た
は
ず
な

の
に
、
い
つ
の
間
に
か
転
作
交
付
金
と

い
う
形
で
高
米
価
政
策
が
維
持
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
コ
メ
の
値
段
が
下
が
る
の

は
ま
と
も
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

交
付
金
に
税
金
を
使
わ
れ
て
、
な
お
か

つ
高
い
米
を
買
わ
さ
れ
て
い
る
消
費
者

は
往
復
ビ
ン
タ
を
食
ら
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
高
く
売
れ
る
コ

メ
は
、
そ
の
値
段
で
買
う
お
客
さ
ん
が

い
る
か
ら
成
り
立
つ
だ
け
で
、
交
付
金

や
補
助
金
で
ど
う
こ
う
す
る
の
は
普
通

に
考
え
た
ら
お
か
し
な
話
で
す
。

木
村　

生
産
者
の
皆
さ
ん
に
は
交
付
金

や
補
助
金
を
も
ら
っ
て
当
然
と
い
う
感

覚
で
は
な
く
、
需
要
の
あ
る
も
の
を
作

ろ
う
と
い
う
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。

―
―
現
実
的
に
コ
メ
の
供
給
過
剰
と
い

う
問
題
が
あ
っ
て
、
そ
の
原
因
の
一
つ

に
親
戚
縁
者
に
無
料
で
コ
メ
を
配
っ
て

い
る
農
家
が
い
て
、
そ
の
人
た
ち
に
合

わ
せ
た
政
策
を
や
っ
て
い
る
限
り
、
日

本
農
業
の
未
来
を
農
水
省
が
な
く
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

木
村　

我
わ
れ
は
１
９
７
０
年
か
ら
減

反
政
策
の
な
か
で
、
米
作
り
か
ら
転
作

を
し
た
人
に
対
し
て
支
援
を
続
け
て
き

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
突
然
止

め
た
ら
廃
業
を
迫
ら
れ
る
人
が
出
て
、

そ
れ
こ
そ
日
本
農
業
が
失
わ
れ
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
交
付

金
を
な
く
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

米
政
策
も
時
代
が
変
わ
り
、
18
年
か
ら

は
主
食
用
米
の
生
産
数
量
目
標
の
配
分

を
し
な
く
な
り
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
の

経
緯
を
踏
ま
え
て
コ
メ
以
外
の
品
目
を

作
付
け
れ
ば
、
当
然
交
付
金
が
支
給
さ

れ
る
と
い
う
政
策
の
ま
ま
だ
っ
た
と
こ

ろ
を
、
需
要
の
あ
る
も
の
が
何
か
と
い

う
こ
と
を
自
ら
考
え
て
作
る
生
産
者
を

応
援
す
る
政
策
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、

今
回
の
見
直
し
は
そ
の
一
環
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

―
―
現
場
に
と
っ
て
の
5
年
と
政
策
的

な
５
年
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
よ
う
に
感
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じ
ま
す
。
北
海
道
の
勝
部
征
矢
さ
ん
が

掲
げ
て
い
た
「
駄
農
征
伐
」
の
話
は
す

ご
く
重
要
で
、
将
来
的
に
誰
が
穀
物
を

作
る
の
か
。
農
家
数
で
は
な
く
、
農
業

経
営
者
の
数
で
議
論
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
意
味
が
な
い
で
す
よ
。
交
付
金
で

技
術
投
資
を
し
て
い
る
人
た
ち
と
、
国

に
認
め
ら
れ
て
交
付
金
を
も
ら
っ
て
い

る
と
い
う
感
覚
に
陥
っ
て
い
る
人
た
ち

が
い
る
な
か
で
、
誰
を
応
援
し
て
い
く

の
か
と
い
う
視
点
も
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

木
村　

需
要
が
あ
る
も
の
を
作
ろ
う
と

し
て
い
る
優
秀
な
農
家
が
出
て
き
て
い

ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
方
々
が
今
回
の

見
直
し
で
影
響
を
受
け
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
い
ま
ま
で
の
積
み
重
ね
が

無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
こ
は

水
田
政
策
以
外
の
施
策
も
併
せ
て
ト
ー

タ
ル
で
考
え
て
い
く
姿
勢
を
我
わ
れ
と

し
て
も
持
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
水
田
活
用
の
交
付
金
の
枠
だ
け
で

水
田
経
営
全
体
を
解
決
す
る
の
は
無
理

だ
と
思
い
ま
す
よ
。
大
変
失
礼
な
言
い

方
に
な
り
ま
す
が
、
農
水
省
内
で
問
題

意
識
を
ト
ー
タ
ル
で
考
え
て
い
る
よ
う

に
は
映
っ
て
い
ま
せ
ん
。

健
全
な
交
付
金
の
あ
り
方
と
は

木
村　

土
地
利
用
型
の
品
目
は
と
く
に

交
付
金
な
し
で
は
誰
も
麦
も
大
豆
も
作

り
ま
せ
ん
。
一
方
で
は
国
産
で
一
定
程

度
賄
う
べ
き
だ
と
い
う
国
民
か
ら
の
要

請
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
応
え
る
た
め

に
は
交
付
金
は
必
要
で
す
。

―
―
そ
れ
こ
そ
飼
料
用
米
の
市
場
は
限

界
に
達
し
て
い
る
の
で
は
？

木
村　

飼
料
用
米
は
２
０
３
０
年
に
70

万
ｔ
に
増
産
す
る
基
本
計
画
の
目
標
に

近
づ
き
つ
つ
あ
る
の
で
す
が
、
飼
料
メ

ー
カ
ー
の
ニ
ー
ズ
は
そ
の
倍
近
く
あ
り

ま
す
。

―
―
そ
れ
は
安
く
買
え
る
か
ら
と
い
う

話
で
す
よ
ね
。
一
時
期
、
試
験
研
究
機

関
が
飼
料
用
米
の
価
値
を
持
ち
上
げ
て

い
ま
し
た
が
、
餌
に
し
て
ま
で
日
本
の

政
策
産
物
と
し
て
の
米
を
維
持
す
る
と

い
う
の
が
果
た
し
て
日
本
農
業
の
将
来

の
た
め
に
良
い
の
か
。
主
食
用
米
の
値

段
を
上
げ
る
た
め
に
畑
地
化
を
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
農
業
が
社
会
の
た

め
に
安
定
的
に
成
長
す
る
た
め
に
バ
ラ

ン
ス
が
変
わ
っ
て
い
く
の
が
自
然
で
、

米
が
神
棚
に
上
が
り
続
け
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
よ
ね
。

木
村　

交
付
金
の
お
か
げ
で
安
く
買
え

る
と
い
う
点
は
否
定
で
き
な
い
で
す
ね
。

た
だ
、
我
わ
れ
も
財
務
省
か
ら
の
指
摘

を
踏
ま
え
て
場
当
た
り
的
に
見
直
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
水
田
政
策
の
将
来

を
考
え
て
政
策
を
作
っ
て
い
ま
す
。

―
―
水
田
は
、
世
界
に
誇
れ
る
素
晴
ら

し
い
生
産
設
備
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

全
国
的
に
維
持
し
続
け
て
来
ら
れ
た
の

は
日
本
が
先
進
国
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

ほ
か
の
国
々
で
は
、
水
を
持
っ
て
き
て

も
そ
の
分
捕
り
合
戦
に
な
っ
て
い
ま
す

か
ら
。
水
田
転
作
が
府
県
で
も
伸
び
な

い
の
は
交
付
金
に
煽
ら
れ
て
、
コ
メ
以

外
の
作
物
に
真
面
目
に
取
り
組
ま
な
く

て
も
困
ら
な
い
か
ら
で
す
よ
。

木
村　

コ
メ
以
外
の
品
目
を
同
じ
よ
う

に
作
付
け
し
て
も
、
水
田
と
畑
で
は
交

付
金
の
名
目
が
違
い
ま
す
。
水
田
で
は

作
付
転
換
が
進
む
よ
う
に
、
主
食
用
米

と
同
等
の
所
得
と
な
る
交
付
金
単
価
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て

畑
作
物
の
交
付
金
は
輸
入
品
と
の
条
件

格
差
を
埋
め
る
名
目
で
、
標
準
的
な
生

産
費
と
標
準
的
な
販
売
価
格
の
差
で
額

（
ゲ
タ
）
が
決
ま
り
ま
す
。
畑
で
は
そ
の

ゲ
タ
の
部
分
し
か
も
ら
え
ま
せ
ん
が
、

水
田
で
は
ゲ
タ
と
交
付
金
の
両
方
を
も

ら
え
ま
す
。

―
―
水
田
へ
の
支
援
が
手
厚
す
ぎ
る
か

ら
、
畑
地
化
が
進
ま
な
い
ん
で
す
よ
。

畑
作
の
経
営
者
の
な
か
に
は
水
田
だ
と

余
計
に
交
付
金
を
も
ら
え
る
状
況
を
お

も
し
ろ
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
い

ま
す
か
ら
。

木
村　

我
わ
れ
と
し
て
は
、
元
水
田
で

も
畑
で
も
畑
作
物
が
定
着
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
公
平
に
生
産
で
き
る
状
況
、

環
境
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

不
公
平
な
状
況
の
ま
ま
で
は
、
若
い
人

の
意
欲
は
な
く
な
り
ま
す
か
ら
。

―
―
産
地
交
付
金
も
不
公
平
を
生
ん
で

い
る
部
分
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

木
村　

産
地
交
付
金
も
水
田
で
し
か
受

給
で
き
ま
せ
ん
。
各
県
や
地
域
で
支
援

内
容
を
設
定
す
る
仕
組
み
な
の
で
、
そ

も
そ
も
交
付
金
単
価
が
一
律
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
も
不

公
平
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。　

―
―
府
県
の
条
件
不
利
地
、
あ
る
い
は

圃
場
が
小
さ
い
か
ら
仕
事
し
に
く
い
と

い
っ
た
部
分
に
も
反
映
で
き
る
仕
組
み

を
歓
迎
し
た
い
で
す
ね
。
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
事
業
の
枠
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

で
健
全
化
を
目
指
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
い
う
こ
と
で
す
か
？

木
村　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
需

要
に
応
じ
た
生
産
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
、
市
場
シ
グ
ナ
ル
が
効
く
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
交
付
金
を

減
ら
す
と
農
業
を
続
け
ら
れ
な
い
人
が

出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
み
ん
な
が
受

給
で
き
る
交
付
金
と
、
頑
張
る
人
が
手

を
挙
げ
て
採
択
さ
れ
た
ら
受
給
で
き
る

補
助
金
と
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な

が
ら
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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集特 これからの水田転作を考えよう

転
作
補
助
金
を
受
け
取
る
に
は
、
今

後
５
年
間
以
内
の
水
張
り
が
要
件
―
―

こ
の
政
策
転
換
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

水
田
転
作
に
つ
い
て
、
米
生
産
調
整
へ

の
貢
献
を
評
価
す
る
色
合
い
が
強
ま

り
、
水
田
活
用
へ
の
貢
献
を
評
価
す
る

色
合
い
が
弱
ま
る
こ
と
に
あ
る
。

政
策
転
換
直
後
の
現
在
、
本
稿
で
は

先
行
き
は
不
透
明
な
現
状
や
、
水
田
転

作
の
歴
史
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
政

策
転
換
が
も
た
ら
す
影
響
を
予
想
し
、

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

1

ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
つ
つ
も

見
通
し
不
明
瞭
な
水
張
り
要
件

農
林
水
産
省
は
２
０
２
２
年
８
月
、

22
年
度
概
算
要
求
で
、「
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
」
の
お
も
な
柱
で
あ

る
戦
略
作
物
助
成
と
産
地
交
付
金
に
つ

い
て
、「
長
期
間
水
田
（
水
稲
作
付
）
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
な
い
農
地
の
扱
い

に
つ
い
て
、
予
算
編
成
過
程
で
検
討
」

す
る
と
付
記
し
た
。
こ
の
要
件
は
当
初
、

「
過
去
５
年
間
で
一
度
も
水
を
張
っ
て
い

な
い
田
」
を
除
外
す
る
方
針
が
示
さ
れ

た
が
、
野
党
か
ら
修
正
を
求
め
る
声
が

上
が
っ
た
。
そ
し
て
、
政
府
・
自
民
党

は
11
月
、「
過
去
５
年
間
」
よ
り
も
ト

ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
、「
今
後
５
年
間
で
一

度
も
水
張
り
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
」

水
田
は
対
象
か
ら
外
す
と
い
う
具
体
的

な
内
容
を
固
め
た
。

た
だ
、
来
年
以
降
も
継
続
す
る
か
は

未
確
定
で
あ
る
。
12
月
の
参
議
院
農
林

水
産
委
員
会
で
は
、
現
場
の
課
題
や
意

見
を
確
認
し
つ
つ
５
年
後
ま
で
に
方
針

を
決
め
る
と
、
農
林
水
産
大
臣
や
農
林

水
産
省
農
産
局
長
が
答
弁
し
た
。
衆
議

院
予
算
委
員
会
で
も
同
様
の
見
解
が
示

さ
れ
た
。

「
減
反
廃
止
」
が
謳
わ
れ
た
18
年
の
政

策
変
更
を
め
ぐ
っ
て
は
、
飼
料
用
米
の

定
着
状
況
を
見
て
行
な
う
と
い
う
留
保

条
件
を
付
け
な
が
ら
も
、
大
し
た
検
証

も
な
く
、
な
し
崩
し
に
政
策
が
変
更
さ

れ
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
、

水
張
り
要
件
に
つ
い
て
、
現
場
の
課
題

や
意
見
が
実
質
的
に
汲
み
取
ら
れ
る
の

か
、
継
続
を
前
提
に
形
式
的
な
調
査
な

ど
に
と
ど
ま
る
か
は
不
明
だ
。

本
稿
で
は
、
今
後
５
年
間
以
内
の
水

張
り
要
件
が
継
続
し
た
場
合
を
想
定
し

て
、
22
年
の
政
策
転
換
が
持
つ
歴
史
的

意
義
や
影
響
に
つ
い
て
論
じ
る
。

2

米
生
産
調
整
を
中
心
と
し
た

日
本
の
水
田
政
策

水
田
施
策
で
は
、
水
田
転
作
と
米
生

産
調
整
が
同
じ
重
み
で
推
進
さ
れ
て
き

た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
米
生

産
調
整
が
中
心
に
据
え
ら
れ
て
き
た
。

米
生
産
調
整
は
１
９
６
９
年
に
始
ま

っ
た
。
食
管
法
に
よ
り
国
が
コ
メ
を
買

い
取
っ
て
い
た
当
時
、
休
耕
も
含
め
て

コ
メ
を
作
ら
な
い
田
に
補
助
金
が
出
す

こ
と
は
、
コ
メ
余
り
に
伴
う
財
政
赤
字

よ
り
も
、
安
上
が
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

補
助
金
を
出
す
の
で
あ
れ
ば
、
何
か
植

え
た
ほ
う
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
、
次

第
に
米
生
産
調
整
は
転
作
作
物
に
対
す

る
補
助
金
が
基
本
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
、

水
田
転
作
に
対
す
る
補
助
金
と
い
う
、

田
な
ら
で
は
の
補
助
金
の
始
ま
り
だ
。

当
時
は
コ
メ
の
自
給
を
達
成
し
た
直

後
で
、
凶
作
や
コ
メ
消
費
の
拡
大
に
よ

っ
て
、
コ
メ
不
足
に
戻
る
可
能
性
も
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
、
水
田
転
作
は
休
耕

の
延
長
で
あ
り
、
い
ざ
と
い
う
時
に
水

張
り
し
て
主
食
用
米
を
作
れ
る
状
態
で

田
ん
ぼ
を
維
持
す
る
役
割
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
78
年
に
は
中
長
期
的
に
見

通
し
た
本
格
的
な
施
策
と
し
て
水
田
利

用
再
編
対
策
が
講
じ
ら
れ
、
国
は
米
生

産
調
整
と
水
田
活
用
の
併
進
を
目
指
し

た
。
70
年
代
の
世
界
食
料
危
機
を
背
景

に
、
水
田
転
作
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に

主
食
用
米
を
作
れ
る
田
を
残
す
役
割
を

引
き
続
き
持
ち
つ
つ
も
、
中
長
期
的
視

野
に
立
っ
た
転
作
作
物
の
振
興
に
力
が

入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
田
で
の
小

麦
や
大
豆
生
産
な
ど
が
増
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
78
年
は
、
財
界
か
ら
の

農
政
批
判
が
口
火
を
切
っ
た
年
で
も
あ

っ
た
。
転
作
補
助
金
は
と
く
に
批
判
の

対
象
と
な
り
、
転
作
補
助
金
（
名
目
ベ

ー
ス
）
の
総
額
は
82
年
を
ピ
ー
ク
に
減

る
傾
向
と
な
り
、
転
作
補
助
金
に
で
き

る
だ
け
依
存
し
な
い
米
生
産
調
整
が
模

索
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
95
年
に
食
管
法
が
廃
止
さ

先
鋭
化
す
る「
米
生
産
調
整
と
し
て
の
水
田
転
作
」と

後
退
す
る「
水
田
活
用
と
し
て
水
田
転
作
」

（一財）農政調査委員会
調査研究部
専門調査員

小川真如
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れ
、
新
た
に
食
糧
法
が
制
定
さ
れ
た
結

果
、
コ
メ
を
作
り
す
ぎ
れ
ば
国
の
赤
字

が
増
え
る
と
い
う
構
造
は
解
消
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
財
政
赤
字
を
減
ら

す
た
め
に
始
ま
っ
た
米
生
産
調
整
は
、

米
価
安
定
と
い
う
農
業
経
営
者
自
身
に

と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
重
視
し
て
Ｐ
Ｒ

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
の
制
定
や
、
２
０
０
７
年
か
ら
08
年

の
世
界
食
料
危
機
も
背
景
に
、
食
料
安

全
保
障
や
水
田
の
多
面
的
機
能
の
発
揮

と
い
う
位
置
づ
け
も
強
ま
っ
た
。

3

誰
の
た
め
の
水
田
転
作
か

水
田
転
作
の
特
徴
は
、
①
主
食
用
米

の
需
給
を
調
整
す
る
と
い
う
役
割
、
い

わ
ば
米
生
産
調
整
と
し
て
の
水
田
転
作

と
、
②
い
ざ
と
い
う
時
に
主
食
用
米
を

作
る
と
い
う
食
料
安
全
保
障
や
多
面
的

機
能
か
ら
見
た
役
割
、
い
わ
ば
水
田
活

用
と
し
て
の
水
田
転
作
、
の
大
き
く
二

つ
の
性
格
を
持
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
水
田
転
作
が
持
つ
私
益
的
役

割
と
公
益
的
役
割
と
に
分
け
て
考
え
る

な
ら
ば
、
私
益
で
は
主
食
用
米
の
抑
制

に
伴
う
米
価
の
安
定
と
、
水
田
転
作
に

伴
う
収
入
の
確
保
が
あ
る
。
公
益
で
は

主
食
用
米
の
安
定
供
給
や
食
料
安
全
保

障
、
多
面
的
機
能
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

う
ち
、
私
益
に
つ
い
て
は
割
り
引
い
て

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
、
米
価
の
安
定
と
は
、
完
全
な

る
農
業
経
営
者
の
私
益
で
は
な
く
、
食

管
法
時
代
に
は
財
政
負
担
の
軽
減
と
い

う
公
益
的
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
。
ま

た
、
消
費
者
へ
の
コ
メ
の
安
定
供
給
と

い
う
公
益
的
な
側
面
は
、
食
糧
法
以
降

も
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
一
個
人

が
米
生
産
調
整
に
協
力
し
な
く
と
も
自

身
の
コ
メ
の
値
段
に
影
響
し
な
い
。
こ

う
し
た
事
情
か
ら
、
米
価
の
安
定
と
は
、

公
益
的
な
役
割
を
強
く
持
っ
て
お
り
、

米
生
産
調
整
に
対
す
る
政
策
的
介
入
の

理
由
に
も
な
っ
て
き
た
。

し
か
も
、
水
田
転
作
が
発
揮
す
る
公

益
的
な
役
割
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
見
合

う
ほ
ど
の
転
作
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
図
１
は
転
作
補

助
金
の
推
移
で
あ
る
。
主
食
用
米
を
作

ら
な
い
田
の
面
積
当
た
り
の
転
作
補
助

金
（
名
目
値
）
は
、
ピ
ー
ク
の
1
9
7
9

年
を
上
回
ら
な
い
。
大
卒
初
任
給
と
の

乖
離
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
実
質

的
な
転
作
補
助
金
は
少
な
い
ま
ま
だ
。

4

水
田
転
作
を
め
ぐ
る

現
場
の「
や
り
が
い
搾
取
」

水
田
転
作
の
支
援
で
興
味
深
い
の

は
、
米
生
産
調
整
の
み
な
ら
ず
、
水
田

活
用
に
よ
る
公
益
的
意
義
が
強
く
Ｐ
Ｒ

さ
れ
て
き
た
こ
と
だ
。
た
と
え
ば
、
経

営
所
得
安
定
対
策
（
執
筆
時
点
）
は
水

田
活
用
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
国
土
が
狭
く
、
農
地
面
積
も
限
ら
れ

て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
、
国
民
の
主

食
で
あ
る
米
の
安
定
供
給
の
ほ
か
、
食

料
自
給
率
・
自
給
力
の
向
上
、
多
面
的

機
能
の
維
持
強
化
等
を
図
る
た
め
に

は
、
持
続
性
に
優
れ
た
生
産
装
置
で
あ

る
水
田
を
最
大
限
に
有
効
活
用
す
る
こ

と
が
重
要
」

水
田
活
用
の
公
益
的
な
重
要
性
が
掲

げ
ら
れ
つ
つ
、
安
い
補
助
金
で
水
田
転

作
が
実
現
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
農
業

経
営
者
に
と
っ
て
水
田
転
作
は
公
益
的

意
義
が
あ
る
と
い
う
自
負
を
育
ん
だ
。

一
方
、
国
か
ら
み
れ
ば
強
制
と
い
う

手
段
は
使
わ
ず
に
、
よ
り
安
い
財
政
負

担
で
米
生
産
調
整
の
誘
導
や
水
田
の
維

持
に
成
功
し
て
き
た
。
批
判
的
に
い
え

ば
、
水
田
活
用
の
公
益
性
を
論
拠
に
農

業
経
営
者
を
鼓
舞
し
つ
つ
、
で
き
る
だ

け
少
な
い
転
作
補
助
金
を
設
定
し
て
き

た
の
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
農
業
経
営
者

の
や
り
が
い
を
搾
取
す
る
か
の
よ
う
な

形
で
国
民
全
体
が
安
価
に
水
田
転
作
の

持
つ
公
益
的
役
割
を
享
受
で
き
る
仕
組

み
が
続
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

5

米
生
産
調
整
と
水
田
活
用
を

め
ぐ
る
水
田
転
作
の
ジ
レ
ン
マ

水
田
転
作
は
米
生
産
調
整
に
貢
献
す

る
。
し
か
し
、
財
政
負
担
か
ら
み
れ
ば
、

水
田
転
作
し
た
田
に
補
助
金
を
出
す
よ

り
も
、
荒
れ
果
て
た
り
宅
地
に
な
っ
た

り
し
て
無
く
な
っ
て
い
く
田
や
、
何
も

作
ら
ず
に
補
助
金
も
受
け
取
ら
な
い
田

が
増
え
て
い
っ
た
ほ
う
が
都
合
が
良
い
。

こ
の
ジ
レ
ン
マ
は
、
主
食
用
米
の
需
要

が
低
迷
し
、
予
算
の
制
約
が
あ
る
な
か

で
、
よ
り
鮮
明
と
な
っ
て
き
た
。

象
徴
的
な
の
が
08
年
に
始
ま
っ
た

「
水
田
フ
ル
活
用
」
だ
。
当
初
は
自
民

0
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（円／月）
（円／10a）

（年度）

（億円）

転作補助金

大卒初任給

主食用米を作らない田の
面積当たりの転作補助金

図１：転作補助金と大卒初任給の推移（名目値）

注：農林水産予算、賃金構造基本統計調査などを基に筆者作成。補正予算は成立年度に含めた

20農業経営者 2022 年 4 月号



集特 これからの水田転作を考えよう

党
が
示
し
た
用
語
だ
っ
た
が
、
民
主
党

に
も
実
質
的
に
引
き
継
が
れ
た
。
水
田

フ
ル
活
用
は
か
つ
て
、
米
生
産
調
整
と

耕
地
面
積
の
向
上
を
意
味
し
て
い
た
。

転
作
作
物
の
本
作
化
の
推
進
に
よ
っ
て
、

水
田
活
用
を
増
や
し
、
結
果
的
に
米
生

産
調
整
が
実
現
さ
れ
る
水
田
利
用
が
構

想
さ
れ
た
の
だ
。し
か
し
、14
年
度
以
降
、

耕
地
利
用
率
の
向
上
と
い
う
意
味
合
い

は
薄
れ
て
い
っ
た
。

た
と
え
ば
、
水
田
フ
ル
活
用
を
象
徴

す
る
飼
料
用
米
の
場
合
、
当
初
は
麦
・

大
豆
に
適
さ
な
い
田
や
地
域
で
の
振
興

が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
何
も
作
ら
れ
て

い
な
い
水
田
を
減
ら
し
、
耕
地
利
用
率

を
上
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、

そ
の
後
、
飼
料
用
米
は
主
食
用
米
か
ら

の
作
目
転
換
、
つ
ま
り
、
米
生
産
調
整

を
推
進
す
る
作
物
と
し
て
Ｐ
Ｒ
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

飼
料
用
米
に
は
戦
略
作
物
助
成
だ
け

み
て
も
10‌

a
当
た
り
最
大
10
万
５
０
０

０
円
が
交
付
さ
れ
る
。
こ
の
補
助
金
単

価
を
実
現
で
き
る
の
は
、
飼
料
用
米
よ

り
安
い
補
助
金
単
価
に
よ
る
水
田
転
作

や
、
休
耕
田
な
ど
転
作
補
助
金
を
受
け

取
ら
ず
と
も
主
食
用
米
が
作
ら
れ
て
い

な
い
田
が
存
在
す
る
か
ら
だ
。

「
水
田
フ
ル
活
用
」
と
い
え
ば
聞
こ
え

は
良
い
が
、
14
年
度
以
降
は
、
い
か
に

し
て
主
食
用
米
と
競
合
で
き
る
よ
う
な

農
作
物
を
作
り
出
す
た
め
に
補
助
金
を

講
じ
る
か
と
い
う
性
格
を
強
め
た
。
現

在
の
水
田
転
作
を
支
援
す
る
政
策
は
、

米
生
産
調
整
と
し
て
の
水
田
転
作
を
評

価
す
る
意
味
合
い
の
純
粋
さ
が
再
び
増

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

6

今
後
５
年
以
内
の
水
張
り

要
件
の
狙
い
と
歴
史
的
意
義

筆
者
は
、
今
後
５
年
以
内
の
水
張
り

要
件
の
狙
い
は
二
つ
あ
る
と
み
た
。

ま
ず
、
も
は
や
田
に
戻
れ
そ
う
も
な

い
農
地
の
厳
格
な
除
外
で
あ
る
。
田
の

機
能
を
喪
失
し
た
田
は
、
転
作
補
助
金

の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
は
従
来
か
ら
の

方
針
で
あ
り
、
と
く
に
17
年
か
ら
は
要

綱
な
ど
で
徹
底
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ

が
よ
り
厳
格
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
転
作
補
助
金
が
な
く
と
も
主

食
用
米
を
作
る
見
込
み
が
な
い
田
へ
の

補
助
金
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
、
転
作

補
助
金
を
よ
り
効
率
的
に
主
食
用
米
の

減
産
に
つ
な
げ
る
目
論
見
だ
。
従
来
、

不
作
付
地
な
ど
へ
の
転
作
補
助
金
を
禁

止
す
る
こ
と
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た

が
、
今
後
は
転
作
作
物
を
作
付
け
し
て

い
る
田
か
ら
も
で
き
る
だ
け
転
作
補
助

金
を
カ
ッ
ト
す
る
と
い
う
狙
い
が
あ
る
。

こ
の
政
策
転
換
の
狙
い
は
、
米
生
産

調
整
と
水
田
活
用
を
め
ぐ
る
水
田
転
作

の
ジ
レ
ン
マ
に
端
を
発
す
る
。
主
食
用

米
需
要
の
減
少
傾
向
の
強
ま
り
と
予
算

制
約
の
板
挟
み
状
態
で
の
米
生
産
調
整

の
推
進
方
策
と
し
て
首
肯
で
き
る
。
し

か
し
、
農
業
経
営
者
に
公
益
的
な
印
象

を
持
た
せ
つ
つ
水
田
転
作
が
推
奨
さ
れ

て
き
た
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
混
乱
を

生
じ
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。

7
「
水
を
張
れ
る
」と

「
水
を
張
る
」と
は
大
違
い

水
張
り
要
件
が
制
度
の
枠
組
み
に
与

え
る
大
き
な
影
響
は
、
転
作
田
に
水
を

張
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、
い
ざ
と
い
う
時

か
ら
、
5
年
以
内
に
変
わ
っ
た
こ
と
だ
。

1
9
7
8
年
以
降
の
水
田
転
作
は
、

い
ざ
と
い
う
時
に
水
を
張
る
こ
と
を
想

定
し
つ
つ
、
同
時
に
、
そ
の
場
し
の
ぎ

で
は
な
い
転
作
作
物
の
定
着
が
目
指
さ

れ
て
き
た
。
新
規
需
要
米
で
は
水
を
張

る
が
、
そ
の
根
底
に
は
、
い
ざ
と
い
う

時
に
主
食
用
米
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
一
貫
し
た
考
え
方
が
あ
っ
た
。

一
方
、
今
後
5
年
以
内
の
水
張
り
要
件

は
、
従
来
の
方
針
を
覆
す
も
の
だ
。　

水
張
り
要
件
を
満
た
す
た
め
の
主
食

用
米
生
産
は
、
主
食
用
米
の
需
給
緩
和

を
招
く
た
め
、
こ
れ
を
抑
制
す
る
措
置

が
取
ら
れ
る
と
筆
者
は
予
想
す
る
。
た

だ
、
主
食
用
米
が
需
給
緩
和
し
な
い
場

合
で
も
、
中
長
期
的
に
水
を
張
ら
な
い

前
提
で
推
進
さ
れ
て
き
た
水
田
転
作
に

大
き
な
転
換
を
も
た
ら
す
。

水
張
り
要
件
は
、
文
面
ど
お
り
な
ら

ば
、
果
樹
や
花
き
、
施
設
園
芸
、
水
田

放
牧
な
ど
も
対
象
だ
（
執
筆
時
点
）。

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
を
継
続

し
て
受
給
す
る
に
は
、
果
樹
の
抜
根
、

園
芸
施
設
の
撤
去
、
放
牧
の
中
断
が
必

要
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
圃
場
は
、
有
事
が
発
生
し

て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
な
れ
ば
水
を
張

る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
水
を
張
ら
な

い
こ
と
を
前
提
に
営
農
を
継
続
し
て
き

た
圃
場
も
多
い
。
い
ざ
と
い
う
時
に「
水

を
張
れ
る
」
こ
と
と
、
実
際
に
「
水
を

張
る
」
こ
と
と
の
間
に
は
、
大
き
な
隔

た
り
が
あ
る
の
だ
。

こ
の
隔
た
り
は
、
従
来
の
政
策
の
方

針
や
、
生
産
の
効
率
化
の
た
め
畦
畔
の

一
時
的
撤
去
を
認
め
て
き
た
政
策
運
用

の
実
態
に
、
農
業
経
営
者
が
対
応
し
て

き
た
結
果
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の

だ
。
従
来
の
政
策
に
呼
応
し
て
、
畑
的

利
用
の
定
着
に
努
め
て
き
た
農
業
経
営

者
ほ
ど
、
今
後
５
年
間
以
内
の
水
張
り

要
件
は
、
は
し
ご
を
外
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
の
努
力
を
蔑
ろ
に
さ
れ
た
よ
う
な
感

情
を
抱
か
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
く
に
、
土
地
利
用
型
の
麦
、
大
豆
、

飼
料
作
物
な
ど
の
生
産
は
、
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
へ
の
依
存
が
大
き

い
ほ
か
、
農
地
の
維
持
・
活
用
や
、
国

21 農業経営者 2022 年 4 月号



土
の
荒
廃
防
止
、
食
料
自
給
率
向
上
の

面
で
役
割
が
大
き
い
。
制
度
変
更
に
伴

う
水
田
転
作
の
撤
退
や
意
欲
の
減
退
が

危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
食
料
安

全
保
障
や
国
土
利
用
と
い
っ
た
大
局
的

な
視
点
が
抜
け
な
い
よ
う
注
意
し
て
制

度
が
運
用
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

8

田
畑
輪
換
の
普
及
よ
り
も

水
田
転
作
か
ら
の
撤
退
が
進
む

５
年
未
満
の
サ
イ
ク
ル
の
田
畑
輪
換

で
は
、
今
後
５
年
以
内
の
水
張
り
要
件

が
影
響
し
な
い
。
こ
の
た
め
、
政
策
変

更
に
よ
っ
て
田
畑
輪
換
が
増
え
る
可
能

性
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
田

畑
輪
換
の
普
及
実
態
を
鑑
み
る
に
、
水

張
り
要
件
は
田
畑
輪
換
の
普
及
よ
り
も

水
田
転
作
か
ら
の
撤
退
を
招
く
ケ
ー
ス

が
多
い
と
予
想
さ
れ
る
。

筆
者
が
現
地
調
査
や
電
話
調
査
し
た

範
囲
で
は
、
た
と
え
ば
北
海
道
の
田
で

畑
作
物
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
が
定
着
し
て
い
る
地
域
に
つ
い
て

は
、
土
地
改
良
区
の
賦
課
金
の
負
担
感

が
増
す
不
安
が
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
牧

草
生
産
圃
場
の
多
く
で
田
の
機
能
が
喪

失
し
て
い
る
た
め
、
交
付
金
対
象
外
と

な
れ
ば
飼
料
生
産
を
継
続
で
き
な
い
と

い
う
声
も
聞
か
れ
た
。
こ
の
場
合
、
転

作
補
助
金
受
給
の
ル
ー
ル
違
反
も
想
像

さ
れ
る
が
、
同
時
に
、
畜
産
農
家
か
ら

急
激
な
制
度
変
更
に
よ
っ
て
国
産
飼
料

が
使
え
な
く
な
る
不
安
が
聞
か
れ
た
こ

と
に
留
意
が
必
要
だ
。
水
張
り
要
件
は

農
地
利
用
の
今
後
も
含
ん
だ
総
合
的
な

観
点
か
ら
の
検
証
も
必
要
で
あ
る
。

中
山
間
地
に
あ
る
集
落
営
農
Ａ
は
、

比
較
的
開
け
た
場
所
の
田
で
麦
・
大
豆

を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
食
味
の
良
い

コ
メ
が
生
産
で
き
る
山
間
の
田
で
主
食

用
米
を
生
産
し
て
い
る
。
集
落
営
農
Ａ

の
代
表
は
「
麦
・
大
豆
が
転
作
補
助
金

の
対
象
外
と
な
れ
ば
、
麦
・
大
豆
の
生

産
継
続
は
難
し
い
」
と
話
す
。
開
け
た

圃
場
で
主
食
用
米
を
作
れ
ば
水
張
り
要

件
は
満
た
せ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

食
味
を
武
器
に
直
接
販
売
で
販
路
開
拓

し
て
き
た
た
め
、
一
時
的
と
は
い
え
生

産
圃
場
を
変
え
る
こ
と
は
、
契
約
を
長

年
続
け
て
き
た
取
引
先
と
の
信
頼
関
係

に
直
接
影
響
し
て
し
ま
う
。

一
時
的
な
水
張
り
は
、
農
業
経
営
者

が
築
い
て
き
た
作
付
体
系
や
販
路
、
花

き
、
芝
な
ど
幅
広
い
品
目
の
流
通
に
ま

で
混
乱
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

転
作
補
助
金
の
受
給
を
前
提
に
農
地
集

積
し
た
大
規
模
個
別
経
営
や
集
落
営
農

で
は
、
水
張
り
条
件
が
、
農
地
貸
借
の

契
約
見
直
し
や
契
約
解
消
に
直
結
す
る

こ
と
も
あ
り
得
る
の
だ
。

ま
た
「
水
張
り
要
件
は
気
に
し
て
い

な
い
」
と
話
す
の
は
転
作
田
で
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
を
施
設
栽
培
す
る
Ｂ
氏
だ
。
産

地
交
付
金
（
10
a
当
た
り
１
万
５
０
０

０
円
）
が
受
け
取
れ
な
く
な
っ
て
も
、

高
収
益
作
物
の
生
産
に
は
大
き
く
影
響

し
な
い
と
い
う
。
と
は
い
え
、
そ
の
圃

場
で
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
主
食
用
米

を
作
れ
る
よ
う
管
理
を
続
け
る
と
話
す
。

こ
う
し
た
転
作
田
で
水
が
張
ら
れ
な

い
こ
と
は
、
国
全
体
で
み
て
転
作
補
助

金
の
削
減
に
な
り
、
米
生
産
調
整
の
た

め
飼
料
用
米
な
ど
に
講
じ
る
補
助
金
の

予
算
確
保
に
つ
な
が
る
。
し
か
し
、
そ

の
構
造
は
、
食
料
安
全
保
障
な
ど
Ａ
氏

の
水
田
転
作
に
よ
っ
て
発
揮
さ
れ
て
い

る
公
益
的
な
意
味
合
い
を
無
償
で
国
民

が
享
受
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

9

先
鋭
化
す
る「
米
生
産
調
整

と
し
て
の
水
田
転
作
」

米
生
産
調
整
と
水
田
活
用
の
併
進

は
、
主
食
用
米
需
要
の
減
少
傾
向
の
強

ま
り
と
、
予
算
制
約
に
よ
る
ジ
レ
ン
マ

を
抱
え
て
き
た
。
水
田
フ
ル
活
用
も
14

年
か
ら
再
び
米
生
産
調
整
と
し
て
の
水

田
転
作
を
重
視
し
た
方
針
に
変
わ
る
と

と
も
に
、
22
年
の
水
張
り
要
件
に
よ
っ

て
、
米
生
産
調
整
と
し
て
の
水
田
転
作

の
性
格
が
先
鋭
化
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
水
田
転
作
の
共
同
性
・
協

同
性
的
や
農
協
に
触
れ
な
か
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
、
農
協
を
論
じ
た
り
、
農
協
を

ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
し
た
り
し
て
済
ま

さ
れ
る
話
で
は
な
い
、
米
生
産
調
整
と

水
田
活
用
を
め
ぐ
る
水
田
転
作
の
ジ
レ

ン
マ
に
こ
そ
問
題
の
本
質
が
あ
る
か
ら

だ
。
米
生
産
調
整
と
水
田
活
用
の
両
方

を
標
榜
し
な
が
ら
水
田
転
作
を
推
進
す

る
方
法
は
限
界
に
き
て
い
る
。

現
在
、
夏
場
に
主
食
用
米
を
植
え
て

い
な
い
田
の
う
ち
31
％
は
不
作
付
け
で

あ
る
。一
方
、水
田
フ
ル
活
用
と
称
し
て
、

主
食
用
米
を
減
ら
す
た
め
の
単
価
の
高

い
飼
料
用
米
な
ど
へ
の
補
助
金
は
続
い

て
い
る
。
も
は
や
米
生
産
調
整
と
水
田

活
用
の
併
進
は
理
想
の
世
界
で
あ
り
、

現
実
的
に
は
双
方
を
切
り
離
し
た
政
策

が
必
要
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

水
田
転
作
が
果
た
す
公
益
的
役
割

は
、
転
作
補
助
金
の
み
な
ら
ず
、
農
業

経
営
者
の
や
り
が
い
に
も
支
え
ら
れ
て

き
た
。
さ
ら
に
、
水
張
り
要
件
を
満
た

さ
な
い
水
田
転
作
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、

農
業
経
営
者
の
生
産
行
為
へ
の
見
返
り

が
な
い
形
で
、
公
益
的
役
割
が
発
揮
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。

今
後
、
農
業
政
策
に
は
、
水
田
転
作
に

対
し
て
農
業
経
営
者
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
や
り
が
い
を
感
じ
る
雰
囲
気
を
醸
成

す
る
方
針
も
あ
る
が
、
よ
り
進
む
べ
き

は
、
水
田
活
用
の
公
益
的
役
割
へ
の
適

切
な
評
価
に
基
づ
く
水
田
転
作
へ
の
支

援
と
い
う
方
針
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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集特 これからの水田転作を考えよう

水
田
農
業
者
の
声 

（
30 

ha
以
上
・
転
作
率
50
％
以
上
）

●
転
作
に
し
て
も
機
械
の
助
成
に
し
て

も
、
農
家
の
要
望
を
聞
い
て
採
択
し

て
く
れ
た
ら
、
必
要
な
作
物
を
作
れ

て
、
必
要
な
助
成
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
！　

現
状
は
こ
の
補
助
金

が
あ
る
か
ら
何
を
買
お
う
と
い
う
発

想
に
な
っ
て
い
る
農
家
が
多
い
気
が

す
る
。「
機
械
は
い
ら
な
い
か
ら
圃
場

整
備
を
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
人
も

い
る
し
、
ニ
ッ
チ
な
作
物
を
作
っ
て

も
助
成
対
象
に
な
っ
て
欲
し
い
。
子

実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
数
量
払
い
に
し

て
く
れ
た
ら
、
も
っ
と
生
産
拡
大
で

き
る
と
思
う
！　

ホ
ン
ト
は
助
成
な

し
で
も
経
営
が
成
り
立
つ
よ
う
に
し

て
い
け
る
と
い
い
の
や
け
ど
！

�

（
三
重
県
・
森
和
彦
）

●
ま
ず
は
１
０
０
０
ha
以
上
を
集
積

し
、
作
業
機
械
も
高
度
大
型
化
し
、

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
含
め
た
穀

物
主
体
の
輪
作
体
系
を
実
践
し
て
い

く
。
山
間
地
の
条
件
の
悪
い
農
地
は
、

作
物
で
は
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
の

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
活
用
す
る
。
炭
素

ク
レ
ジ
ッ
ト
も
仕
組
み
化
し
た
い

�

（
鳥
取
県
鳥
取
市
・
徳
本
修
一
）

●
水
張
り
し
な
い
田
は
交
付
金
除
外
の

よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
る
と
立
地
条
件

等
で
面
積
の
集
積
化
が
整
っ
て
い
な

い
環
境
で
営
農
す
る
弊
社
で
は
な
か

な
か
低
コ
ス
ト
化
が
図
れ
な
い
。
そ

れ
で
も
団
地
化
を
推
進
し
て
い
る
の

で
、
自
腹
で
数
少
な
い
隣
接
田
（
段

差
あ
り
）
を
く
っ
つ
け
て
効
率
化
を

図
っ
て
も
、
い
ず
れ
水
稲
に
戻
す
な

ら
ば
さ
ら
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
小

さ
い
田
の
中
で
営
農
し
続
け
る
と
い

う
の
は
厳
し
い
。
で
は
、
効
率
化
が

図
れ
な
い
田
は
地
主
に
返
せ
ば
良
い

の
か
。
近
く
の
農
事
組
合
法
人
や
組

織
に
相
談
し
て
も
や
ら
な
い
と
の
こ

と
。
間
違
い
な
く
耕
作
放
棄
地
に
な

る
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
１
ha
田
以
上
の

環
境
が
整
っ
た
と
こ
ろ
に
、
２
ha
の

団
地
化
す
れ
ば
さ
ら
に
交
付
金
が
出

る
の
か
、
理
解
で
き
な
い
。
お
金
の

使
い
道
が
違
う
の
で
は
と
。
た
だ
で

さ
え
、
低
コ
ス
ト
が
図
れ
る
環
境
に

あ
る
の
に
。
努
力
し
よ
う
が
な
い
環

境
下
で
農
地
を
守
る
人
の
こ
と
は
見

捨
て
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す

�

（
岩
手
県
花
巻
市
・
匿
名
）

●
価
格
政
策
か
ら
所
得
政
策
へ
の
転
換

を
！　

た
だ
し
、
か
つ
て
の
「
戸
別

所
得
補
償
」が
す
べ
て
で
は
な
い
。「
基

本
」
は
農
地
政
策
、「
大
規
模
」
に

は
経
営
発
展
政
策
、「
中
山
間
」
に

は
地
域
政
策
、「
法
人
」
に
は
雇
用

含
む
産
業
政
策
を
！�

�

（
新
潟
県
新
潟
市
・
匿
名
）

●
お
米
に
つ
い
て
は
心
配
し
な
く
て
も
、

農
業
人
口
は
激
減
し
て
き
ま
す
。
飼

料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
は
、
保
管

設
備
か
ら
用
意
し
な
い
と
無
理
か

な
、
粉
砕
も
あ
る
し
。
麦
、
大
豆
も

お
天
道
さ
ん
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
。

収
量
が
安
定
せ
ず
Ｄ
Ｏ
Ｎ
な
ど
、
病

気
が
心
配
で
す
。
す
べ
て
の
作
物
は

余
る
ほ
ど
作
付
け
し
て
も
、
結
局
収

穫
す
る
時
に
潤
沢
で
あ
る
か
が
大
事

で
、
今
年
の
冬
は
寒
さ
で
野
菜
な
ど

高
値
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
天

候
不
順
だ
と
農
業
は
リ
ス
ク
し
か
無

い
で
す
よ
ね
（
笑
）。
そ
れ
で
も
離
農

し
な
い
の
だ
か
ら
マ
ゾ
な
の
か（
爆
）。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
の
農
業
は

燃
料
、
肥
料
、
鉄
鋼
資
材
、
飼
料
、

す
べ
て
が
入
手
困
難
に
な
っ
て
い
き

そ
う
。
そ
の
な
か
で
ど
う
経
営
を
し

て
い
く
か
。
売
り
先
の
な
い
物
（
と

く
に
コ
メ
）
は
作
付
け
な
い
。
天
候

に
左
右
さ
れ
な
い
施
設
で
の
農
業
、

家
畜
糞
尿
の
有
効
活
用
な
ど
、
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
す
ぎ
て
、
経
営
に
差
が
出
て

き
ま
す
よ
ね�

（
千
葉
県
・
山
田
一
洋
）

●
米
の
消
費
は
激
減
し
て
い
る
の
に
、

そ
の
ほ
か
の
穀
物
、
飼
料
作
物
な
ど

は
供
給
不
足
！　

も
う
少
し
畜
産
側

の
現
場
の
声
を
水
稲
経
営
者
た
ち
に

届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
の

だ
が
！�

（
栃
木
県
・
黒
内
智
治
）

●
ま
ず
早
急
に
水
稲
の
生
産
量
が
適
切

な
数
量
に
な
る
ま
で
調
整
す
べ
き
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
転
作
田
は
消
費

に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
、
改
良
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

転
作
田
の
可
能
性
は
無
限
大
。
水
稲

生
産
の
零
細
農
家
が
突
然
、
大
規
模

将
来
的
な
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
の
な
か
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す（
本
文
中
敬
称
略
）
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施
設
園
芸
農
家
に
な
る
こ
と
も
あ
り

得
る
と
思
い
ま
す

�
（
北
海
道
厚
真
町
・
堀
田
昌
意
）

●
飼
料
用
米
や
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
、
飼
料
作
物

（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
等
へ
の
作
付
転
換

を
し
て
畜
産
農
家
と
連
携
を
深
め
、

堆
肥
供
給
か
ら
飼
料
供
給
ま
で
の
循

環
を
作
り
た
い

�

（
宮
城
県
栗
原
市
・
匿
名
）

水
田
農
業
者
の
声 

（
30‌

ha
以
上
・
転
作
率
50
％
未
満
）

●
米
価
が
下
が
る
と
転
作
が
進
む
の

で
、
価
格
維
持
を
や
め
て
転
作
へ
の

交
付
に
集
中
す
べ
き

�

（
愛
知
県
・
尾
崎
大
作
）

●
地
域
的
に
水
田
転
作
は
現
在
皆
無
な

状
況
。
こ
の
ま
ま
農
地
を
借
り
受
け

続
け
た
と
し
て
水
稲
の
み
で
営
農
す

る
の
は
不
可
能
に
近
い
。
そ
の
一
番

の
理
由
は
、集
積
と
大
規
模
化（
一
筆
）

が
一
向
に
進
ま
な
い
こ
と
。
畑
地
で

も
そ
う
だ
が
、
ど
ん
な
に
努
力
し
て

も
最
後
は
農
地
と
い
う
壁
が
大
き
く

立
ち
は
だ
か
る
。

あ
り
き
た
り
だ
が
、「
水
の
張
れ

る
畑
＝
水
田
」
と
考
え
れ
ば
水
田
転

作
は
非
常
に
魅
力
的
。
機
械
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
、
穀
物
に
限
ら
ず
野

菜
等
も
選
択
肢
に
な
る
。
出
口
さ
え

し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
何
を
作
付
け

し
て
も
い
い
し
、
作
物
・
営
農
面
で

さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
が
拡
が
る
と
思

う
し
、
そ
う
な
っ
て
い
か
な
い
と
面

白
く
な
い
し
、
生
き
残
れ
な
い
。
ネ

ッ
ク
は
な
ん
と
言
っ
て
も
農
地
。
農

地
が
広
大
で
整
備
さ
れ
て
い
れ
ば
多

少
の
人
材
不
足
は
カ
バ
ー
で
き
る

�

（
茨
城
県
坂
東
市
・
匿
名
）

●
自
立
し
た
経
営
者
と
し
て
農
業
者
が

育
つ
環
境
を
早
急
に
整
え
て
ほ
し

い
。こ
の
ま
ま
で
は
、誰
も
残
れ
な
い
。

仲
良
し
ク
ラ
ブ
的
組
織
は
、
整
理
す

べ
き
だ�

（
宮
城
県
角
田
市
・
匿
名
）

●
地
域
の
状
況
に
見
合
っ
た
取
り
組
み

を
独
自
に
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
（
福
岡
県
鞍
手
町
・
遠
藤
幸
男
）

●
畑
作
物
の
新
し
い
交
付
金
を
作
っ

て
、
水
利
を
切
り
離
し
た
基
盤
整
備

で
財
政
支
出
を
抑
制
し
て
、
そ
の
分

を
そ
の
新
し
い
交
付
金
に
当
て
ら
れ

な
い
の
だ
ろ
う
か
？　

水
田
に
縛
り

付
け
ら
れ
た
畑
作
物
は
生
産
性
が
上

が
ら
な
い
。
水
田
の
維
持
と
同
様
に
、

水
利
を
維
持
す
る
の
は
こ
れ
か
ら
の

米
消
費
量
か
ら
し
て
無
理
が
あ
る

�

（
岩
手
県
北
上
市
・
佐
藤
孝
志
）

●
米
の
消
費
が
落
ち
て
い
る
の
は
当
た

り
前
。
浅
層
暗
渠
を
仕
掛
け
ら
れ
る

地
区
で
は
、
コ
メ
な
り
大
豆
な
り
牧

草
な
り
を
柔
軟
に
生
産
で
き
た
ら
良

い
。
排
水
路
が
不
十
分
な
地
区
で
は

ど
う
す
る
か
悩
ん
で
い
る
が
成
功
例

を
つ
く
っ
て
突
き
進
み
た
い
。
変
化

す
る
気
は
あ
る
し
進
む
道
は
あ
る

�

（
千
葉
県
茂
原
市
・
匿
名
）

●
山
は
山
に
返
す
。
田
ん
ぼ
に
は
柳
が

生
え
る
。
田
ん
ぼ
は
森
に
帰
る
。
も

は
や
開
墾
。
公
務
員
と
自
衛
隊
と
建

設
業
者
が
農
業
や
る
よ
う
に
な
る

�

（
青
森
県
・
盛
政
太
）

水
田
農
業
者
の
声 

（
10
～
30‌

ha
・
転
作
率
い
ろ
い
ろ
）

●
国
費
は
農
地
の
基
盤
整
備
に
使
っ
て

も
ら
い
た
い
、
そ
れ
に
は
地
主
、
老

齢
の
耕
作
者
、
駄
農
…
…
こ
れ
ら
を

国
を
挙
げ
て
整
理
し
て
も
ら
い
た

い
。
ま
ぁ
、
犠
牲
が
大
き
す
ぎ
て
で

き
な
い
だ
ろ
う
け
ど
も
…
…

�

（
北
海
道
・
匿
名
）

●
地
元
で
は
、
未
整
備
田
で
水
路
の
整

備
も
悪
い
…
…
大
変
な
こ
と
を
大
変

そ
う
に
動
く
こ
と
が
大
好
き
な
年
配

者
が
多
い
の
で
、
い
つ
も
政
策
に
取

り
組
む
に
は
、
ほ
か
の
地
域
の
何
倍

も
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
な
の
で
、
地
元
で
は
未
来
が
明

る
い
の
か
見
え
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

地
元
に
こ
だ
わ
ら
な
い
と
い
う
考
え

方
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
全
国
あ
ち
こ
ち
走
り
回
っ
て
い

る
と
い
ろ
ん
な
こ
と
が
見
え
て
く
る

の
で
、
何
か
地
元
で
使
え
る
ネ
タ
は

な
い
か
と
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
人
材
不
足
等
で
、
物
流

も
自
分
た
ち
で
輸
送
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
代
が
来
る
か
と
…
…
（
中

略
）
優
良
中
古
機
等
を
購
入
す
る
と

し
て
も
、
な
か
な
か
中
古
機
を
運
ん

で
く
れ
る
運
送
屋
さ
ん
も
い
ま
せ
ん

�

（
福
岡
県
那
珂
川
市
・
結
城
良
裕
）

●
企
業
並
み
の
所
得
が
あ
れ
ば
若
い
人

材
も
増
え
る
の
で
は
？

�

（
山
口
県
山
口
市
・
徳
永
芳
夫
）

●
中
山
間
地
を
中
心
に
離
農
し
、
耕
作

放
棄
地
が
増
え
る
が
、
平
野
部
も
例

外
で
は
な
い
。
い
つ
か
食
糧
の
輸
入

が
で
き
な
い
環
境
に
対
応
し
、
国
産

消
費
を
拡
大
し
つ
つ
、
安
全
保
障
の

観
点
か
ら
も
国
内
生
産
量
を
維
持
す

る
た
め
に
も
、
今
後
の
水
田
利
用
に

つ
い
て
は
適
地
適
作
を
配
慮
し
て
進

め
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

�

（
新
潟
県
長
岡
市
・
金
子
健
斗
）

●
国
土
と
し
て
の
農
地
を
次
世
代
に
受

け
継
ぐ
た
め
に
ど
う
あ
る
べ
き
か
？

を
考
え
て
い
た
だ
き
、
複
雑
な
補
助

金
は
や
め
た
方
が
良
い
と
考
え
ま

す
。
農
家
数
が
も
っ
と
減
れ
ば
、
直

接
補
償
制
度
の
導
入
も
検
討
で
き
る

の
で
、
農
地
は
所
有
し
て
運
用
す
る
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集特 これからの水田転作を考えよう

も
の
で
は
な
く
、
耕
作
す
る
人
の
た

め
の
も
の
。
と
い
う
考
え
が
浸
透
す

る
よ
う
な
施
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
ま
ま
だ
と
、
農
地
は
連
た
ん
化

せ
ず
、
耕
作
者
よ
り
所
有
者
の
意
見

が
通
り
、
何
も
変
わ
ら
な
い
か
と

�

（
新
潟
県
新
潟
市
・
匿
名
）

●
お
客
様
と
直
接
つ
な
が
り
、
そ
の
絆

を
い
か
に
強
固
に
し
て
い
く
か
？　

顧
客
の
方
だ
け
見
て
、
顧
客
が
ど
う

し
た
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
、
自
分
自
身

も
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
か
？　

そ
れ
だ

け
考
え
て
経
営
し
た
い
。
そ
の
な
か

で
、
補
助
金
な
ど
あ
れ
ば
、
貰
え
る

も
の
は
貰
い
ま
す
！

�

（
新
潟
県
新
潟
市
・
匿
名
）

●
防
災
上
、
治
水
と
し
て
の
水
田
機
能

の
維
持
は
、
私
の
地
域
で
は
不
可
欠

（
愛
媛
県
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
被
災

地
域
な
の
で
）。
粗
飼
料
ワ
ラ
の
提
供

も
、
地
元
畜
産
関
係
者
に
は
不
可
欠
。

な
か
で
も
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の

濃
厚
飼
料
も
期
待
さ
れ
て
い
て
、
米・

麦
・
大
豆
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輪
作

体
系
に
は
大
き
な
可
能
性
を
感
じ

る
。
さ
ら
に
、
土
地
利
用
型
農
業
は
、

農
地
保
全
と
し
て
労
働
投
下
時
間
も

少
な
く
、
一
人
の
マ
ン
パ
ワ
ー
で
カ

バ
ー
で
き
る
面
積
も
大
き
く
、
人
口

減
少
フ
ェ
ー
ズ
で
は
日
本
の
地
方
に

お
け
る
最
良
の
選
択
肢
と
考
え
て
い

る
。
大
都
市
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
近
い

エ
リ
ア
ほ
ど
高
収
益
作
物
を
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
遠
い
エ
リ
ア
ほ
ど
保
存
性
の

高
い
穀
物
を
、
そ
ん
な
生
産
の
エ
リ

ア
分
け
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
願
う�

（
愛
媛
県
西
予
市
・
匿
名
）

●
水
稲
を
主
体
と
し
た
水
田
作
と
、
畑

作
的
作
物
と
し
た
水
田
作
の
土
地
利

用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
作
物
の
需
給

を
も
と
に
し
た
方
策
づ
く
り
が
必
要

だ
と
思
う�

（
広
島
県
庄
原
市
・
匿
名
）

●
ま
ず
、
コ
メ
の
価
格
維
持
政
策
的
な

交
付
金
を
止
め
る
。
農
産
物
の
需
給

状
態
（
輸
入
量
）
等
を
鑑
み
て
、
必

要
な
も
の
を
生
産
振
興
（
誘
導
）
す

る
政
策
体
系
に
す
る
。
水
田
以
外
で

（
畑
で
）
栽
培
で
き
る
も
の
を
作
付

け
す
る
場
合
、「
水
田
だ
け
」
の
優

遇
策
を
止
め
る

�

（
栃
木
県
小
山
市
・
末
柄
淳
）

●
ま
ず
は
補
助
金
の
出
し
方
が
偏
っ
て

い
る
。
新
規
就
農
と
か
営
農
な
ど
の

肩
書
き
に
出
や
す
い
。
た
と
え
そ
れ

ら
が
金
目
当
て
の
“
駄
農
”
で
も
、

農
地
の
集
約
化
と
か
経
営
の
効
率
化

と
題
目
を
唱
え
て
（
補
助
金
を
増
や

す
た
め
に
）、
真
面
目
な
個
人
の
農

地
を
剥
が
し
に
来
る
。

無
茶
を
承
知
で
言
え
ば
、
補
助
金

を
や
め
る
（
た
と
え
ば
５
年
期
限
と

か
）。
そ
こ
で
残
っ
た
経
営
体
と
放
棄

さ
れ
た
田
を
見
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

�

（
兵
庫
県
稲
美
町
・
匿
名
）

●
地
域
ご
と
、
条
件
が
全
く
違
い
ま
す
。

ど
ん
な
転
作
で
あ
っ
て
も
、
い
ろ
ん

な
角
度
か
ら
評
価
し
て
、
も
っ
と
十

分
な
手
当
て
を
、
個
人
個
人
に
す
る

べ
き
で
す
。
協
議
会
単
位
で
は
、
相

手
に
さ
れ
て
い
な
い
感
じ
が
し
ま
す
。

と
く
に
産
地
化
の
で
き
て
い
な
い
孤

独
な
集
落
で
は
僕
ら
の
よ
う
な
…
…

�

（
島
根
県
益
田
市
・
佐
原
宏
臣
）

畑
作
・
施
設
園
芸
・
畜
産
等
の 

農
業
者
の
声

●
場
当
た
り
的
な
変
更
は
、
野
菜
、
畑

作
に
影
響
し
ま
す
。
５
年
ご
と
に
見

直
し
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
な

短
期
目
線
の
政
策
で
は
な
く
、
20
年
、

50
年
、
１
０
０
年
先
を
見
た
政
策
で

あ
っ
て
欲
し
い
で
す

�

（
北
海
道
芽
室
町
・
匿
名
）

●
ブ
ロ
ッ
ク
で
ま
と
ま
っ
て
、
水
田
ブ

ロ
ッ
ク
（
用
水
路
）、
野
菜
ブ
ロ
ッ
ク

（
か
ん
水
ポ
ン
プ
）、
小
麦
大
豆
ブ
ロ

ッ
ク
（
水
設
備
無
し
）
と
い
っ
た
形

に
し
て
、
有
限
な
水
の
使
い
方
や
仕

事
の
効
率
化
を
し
て
い
け
れ
ば
、
農

業
は
も
っ
と
良
く
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す�

（
岩
手
県
北
上
市
・
馬
場
一
輝
）

●
大
豆
、
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
野
菜
、

果
樹
栽
培
な
ど
畑
作
に
適
さ
な
い
湿

田
地
域
と
、
そ
れ
ら
の
栽
培
に
転
換

容
易
な
乾
田
地
域
と
で
エ
リ
ア
を
分

け
、
圃
場
条
件
と
地
域
に
合
わ
せ
た

政
策
を
と
る
べ
き
。
し
か
し
、
こ
れ

を
や
れ
ば
Ｊ
Ａ
の
抵
抗
に
あ
う
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
議
員
の
反
対
も
あ
る
か

も�

（
茨
城
県
牛
久
市
・
櫻
井
宣
育
）

●
２
０
１
７
年
頃
ま
で
は
日
々
コ
メ
需

給
を
眺
め
る
生
活
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
完
全
に
離
れ
た
立
場
か
ら
眺
め

て
み
る
と
、
ま
だ
コ
メ
の
需
要
に
は

下
落
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
に
な
り
ま
す
。

5
年
ほ
ど
前
は
確
か
外
食
化
比
率

は
6
割
弱
で
し
た
が
、
最
近
の
外
食

機
会
の
大
幅
減
は
家
庭
調
理
で
は
受

け
止
め
き
れ
な
い
は
ず
で
す
。
頑
張

っ
て
家
庭
炊
飯
し
て
い
る
方
々
も
、

徐
々
に
調
理
の
負
担
か
ら
離
れ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
調
理
・
加

工
を
代
行
し
て
提
供
し
な
い
と
コ
メ

も
需
要
の
底
支
え
す
ら
で
き
な
い
は

ず
で
す
が
、
加
工
原
料
用
の
農
産
物

の
供
給
力
で
は
、
コ
メ
に
限
ら
ず
、

海
外
に
対
抗
で
き
る
気
が
し
ま
せ

ん
。
将
来
的
な
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
上

に
あ
る
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
だ
と
い

い
の
で
す
が
、「
も
う
国
を
あ
て
に
し

な
い
で
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
も

受
け
取
れ
ま
す�　
（
山
梨
県
・
匿
名
）
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●
「
コ
メ
が
余
り
、
農
家
数
も
多
く
、

転
作
し
た
ら
補
助
を
出
す
」
と
い
う

時
代
は
終
わ
っ
た
。
コ
メ
は
余
り
、

農
家
数
は
減
り
、
一
戸
当
た
り
の
耕

作
面
積
が
増
え
て
、
コ
メ
作
り
に
適

し
た
圃
場
で
は
コ
メ
を
作
れ
ば
良

い
。
そ
れ
に
適
さ
な
い
農
地
は
、
畑

地
化
し
水
田
と
し
て
の
カ
ウ
ン
ト
は

外
す
が
、
優
良
農
地
と
し
て
き
ち
ん

と
評
価
し
て
ほ
し
い
。
と
く
に
府
県

の
我
わ
れ
畜
産
農
家
の
扱
い
は
酷

く
、
規
模
拡
大
以
外
の
選
択
肢
を
ど

ん
ど
ん
な
く
し
、
輸
入
飼
料
へ
の
依

存
が
高
ま
っ
た
結
果
、
コ
ロ
ナ
禍
の

飼
料
高
騰
で
廃
業
の
危
機
に
あ
る
。

こ
の
事
実
を
農
水
省
の
畜
産
部
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
地
域

の
多
様
性
を
維
持
し
、
国
民
の
負
託

に
応
え
る
た
め
に
コ
メ
偏
重
、
地
主

優
遇
に
つ
い
て
こ
の
機
会
だ
か
ら
こ

そ
真
剣
に
考
え
、
改
め
る
必
要
が
あ

る
と
思
う

�

（
茨
城
県
稲
敷
市
・
上
野
裕
）

●
零
細
中
小
規
模
の
農
家
が
多
い
な

か
、
ほ
場
整
備
も
進
ん
で
い
な
い
の

で
閉
塞
感
が
あ
る
。
農
地
の
交
換
分

合
に
は
抵
抗
感
が
あ
る
農
家
や
地
主

も
多
い
の
で
、
解
決
方
法
は
時
間
の

経
過
と
ほ
場
整
備
の
み
だ
と
考
え

る
。
た
だ
、
多
様
な
兼
業
農
家
を
含

む
担
い
手
が
、
地
域
の
環
境
を
整
備

し
て
い
る
現
実
も
あ
る
の
で
、
一
手

に
集
約
が
進
む
こ
と
へ
の
恐
れ
も
あ

る�

（
岩
手
県
北
上
市
・
匿
名
）

●
水
田
に
資
源
が
集
中
し
て
い
て
、“
無

能
エ
セ
営
農
組
織
・
営
農
者
”
が
充

満
し
て
い
る
。
い
ま
ま
で
十
分
な
保

護
政
策
が
あ
り
な
が
ら
、
コ
メ
が
30

％
く
ら
い
下
落
し
た
だ
け
で
肥
料
代

も
支
払
い
が
で
き
な
い
哀
れ
な
姿
が

暴
露
さ
れ
た
。
中
国
か
ら
の
肥
料
が

入
っ
て
こ
な
く
な
り
肥
料
費
が
高

騰
。
こ
の
原
因
を
安
倍
前
首
相
が
尖

閣
諸
島
・
台
湾
問
題
で
中
国
を
け
ん

制
し
た
た
め
だ
と
真
剣
に
思
っ
て
い

る
レ
ベ
ル
。
い
ま
ま
で
ど
れ
だ
け
自

民
党
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
の
？

と
。
ま
だ
、“
し
て
や
っ
て
る
感
”
が

農
家
言
葉
の
あ
ち
こ
ち
に
…
…
誰
も

あ
な
た
に
頼
ん
で
ま
せ
ん
か
ら
！　

 

勘
違
い
さ
せ
て
し
ま
う
政
策
が
原

因
。 

「
農
地
は
国
民
の
共
有
財
産
」

―
―
こ
れ
を
利
用
し
て
経
営
判
断
に

基
づ
く
生
産
を
で
き
る
経
営
者
に
よ

る
「
水
田
に
特
化
し
な
い
農
業
ビ
ジ

ョ
ン
」
が
望
ま
れ
る

�

（
福
井
／
北
海
道
・
片
岡
仁
彦
）

●
外
食
業
で
は
、
原
材
料
価
格
が
高
い

わ
り
に
安
い
店
が
「
家
賃
の
味
が
す

る
」
と
言
わ
れ
る
。
転
作
田
の
畑
作

に
は
転
作
田
補
助
金
が
経
営
上
必
要

だ
が
、
転
作
補
助
金
を
得
る
た
め
に

は
水
利
権
が
必
要
で
、
水
利
権
の
取

得
費
用
と
し
て
土
地
改
良
区
へ
と
金

が
流
れ
る
仕
組
み
が
あ
る
。
だ
が
、

根
本
的
に
は
畑
作
そ
の
も
の
へ
補
助

金
を
出
す
の
が
筋
だ
。

水
利
権
を
得
る
た
め
に
用
水
路
の

草
刈
り
等
を
課
さ
れ
る
が
「
利
用
者

負
担
」
の
原
則
を
逸
脱
し
て
い
る
。

使
わ
な
い
水
路
の
草
刈
り
、
土
地
改

良
区
へ
の
お
布
施
、
邪
魔
で
し
か
な

い
水
路
。
転
作
田
の
あ
る
畑
作
か
ら

見
れ
ば
「
水
田
作
は
家
賃
の
味
が
す

る
」
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う

�

（
北
海
道
・
匿
名
）

●
現
状
で
は
転
作
田
で
小
麦
や
大
豆

（
ビ
ー
ト
も
）
を
作
る
と
、
畑
地
で
は

比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
の
収

益
の
差
が
あ
る
。
元
を
質
せ
ば
、
転

作
田
で
の
経
営
安
定
化
対
策
（
ゲ
タ
）

と
水
田
活
用
交
付
金
と
の
二
重
取
り

が
原
因
で
、
我
わ
れ
畑
作
農
家
と
し

て
は
そ
こ
が
一
番
の
不
満
で
あ
る
。

転
作
で
あ
れ
畑
作
で
あ
れ
、
同
じ
作

物
を
作
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
同

等
の
収
益
性
に
落
ち
着
く
よ
う
な
仕

組
み
に
な
る
べ
き
だ
。

と
は
い
え
、
畑
作
と
は
違
い
、
転

作
田
に
関
し
て
は
水
利
関
係
で
多
大

な
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
は
承
知
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
部
分
の
コ
ス
ト
は

各
転
作
農
家
へ
の
水
田
活
用
の
交
付

金
か
ら
で
は
な
く
、
国
か
ら
組
合
組

織
等
へ
の
直
接
支
払
い
に
し
て
、
地

目
に
よ
る
交
付
金
格
差
を
な
く
す
こ

と
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
最
近
流
行
の
子
実
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
に
関
し
て
は
、
水
田
活
用
の

交
付
金
の
対
象
に
な
っ
た
だ
け
で
満

足
し
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
だ
が
、

こ
れ
は
間
違
っ
て
い
る
。
推
奨
さ
れ

る
こ
と
自
体
は
と
て
も
良
い
の
だ
が
、

経
営
安
定
化
対
策
の
枠
で
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。
田
畑
格
差
を
な
く
し
、

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
畑
作
輪
作
の

柱
の
１
つ
に
な
る
よ
う
に
畑
作
交
付

金
に
組
み
込
む
。
そ
れ
を
実
現
で
き

れ
ば
、
小
麦
偏
重
の
畑
作
の
交
付
金

額
を
和
ら
げ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
将

来
的
な
畑
地
化
に
繋
げ
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

�

（
北
海
道
北
見
市
・
小
野
寺
勇
太
）

●
品
種
管
理
，
栽
培
管
理
の
レ
ベ
ル
を

上
げ
、
国
内
外
に
対
す
る
米
穀
の
付

加
価
値
を
付
け
る
。
海
外
向
け
に
日

本
の
食
文
化
の
広
報
に
努
め
、
世
界

食
糧
と
し
て
の
コ
メ
の
位
置
づ
け
を

上
げ
る
。
単
に
国
内
政
策
や
対
コ
メ

農
家
に
対
す
る
支
援
や
対
策
で
は
効

果
が
薄
い�

（
鹿
児
島
県
・
濵
﨑
貢
）

●
畑
、
田
の
区
分
が
無
意
味
。
コ
メ
だ

け
に
片
寄
り
過
ぎ

�

（
北
海
道
士
幌
町
・
匿
名
）
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